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未発表の東洋文庫所蔵・河口慧海旧蔵
クメール文字パーリ語文献について
庄司 史生
１ はじめに
東洋文庫に､ 未整理のまま木箱の中に保管されていた全18束から成る､
河口慧海旧蔵のクメール文字で記されたパーリ語文献群がある｡
本稿は､ 未発表であったそれら文献群の紹介を目的とするものである｡
ここではこれらの文献をその木箱に記された墨書に従い､ ｢暹羅
しゃ む
経
きょう
｣ と
記す｡
詳細は後述するが､ ｢暹羅経｣ は河口慧海の旧蔵書ではあるが､ 彼に
よって日本へと請来されたものではない｡ これらは大谷光演が暹羅国よ
り請来し､ それを譲り受けた大隈重信がさらに河口慧海に贈ったもので
ある｡
以下に､ 本稿では ｢暹羅経｣ の中､ 仏典 (８種11束) を紹介する｡ そ
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図版１ ｢暹羅経｣
のタイトルを標題紙によって示す｡ ( ) 内は束 (＝ph k) 数､ [ ]
内は東洋文庫での請求番号である｡
No.1                            (1) [PLI-MS-1-1]
No.2                        (5) [PLI-MS-1-2]
No.3                         (1) [PLI-MS-1-3]
No.4                  (2) [PLI-MS-1-4]
No.5                       (4) [PLI-MS-1-5]
No.6          (3) [PLI-MS-1-6]
No.7                            (5) [PLI-MS-1-7]
No.8               (6) [PLI-MS-1-8]
No.9                             (7) [PLI-MS-1-9]
No.10                    (1) [PLI-MS-1-10]
No.11                    (2) [PLI-MS-1-11]
以上の他に､ この ｢暹羅経｣ には各表紙に No.12                
[PLI-MS-1-12]､ No.13                [PLI-MS-1-13]､ No.14                     [PLI-MS-1-14]､ No.15                 [PLI-
MS-1-15]､ No.16                   [PLI-MS-1-16]､ No.17                     [PLI-MS-1-17]､ No.18                  [PLI-
MS-1-18] と記され､ 白紐で綴じられた束が７つある｡ これらには束間
において混乱・混入が確認されることから､ その内容については､ 今後
整理を済ませた上で追って報告することとしたい｡
なお､ 資料紹介に関しては､ 基本的な書誌情報を､ 『貝葉冩本目録：
大谷大學圖書館所藏』 (以下､ ｢大谷目録｣) の表記を参照して記した｡
本稿では各資料の書誌紹介にとどめ､ これらの資料に基づいた資料研究
は､ 今後の研究に委ねたい｡
２ 河口慧海旧蔵とする根拠と資料の来歴
本資料を河口旧蔵とする根拠を ｢暹羅経｣ 自体に認めることはできな
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い｡ その根拠は､ 資料を収めていた木箱に求めることができる｡ その根
拠には二点がある｡ すなわち､ ①木箱外側貼付のメモ書き､ ②木箱蓋裏
の銘文､ である｡
資料の来歴を明らかにするために､ まずは資料を収めていた木箱に関
する情報を記す｡
２.１ 木箱に貼付されたメモ書きと蓋裏に記された銘文
資料を収めていた木箱の概要について記す｡ この木箱には蓋がついて
いる｡ その蓋表には墨書にて ｢暹羅経｣ とある｡ 蓋裏には大隈重信によ
る銘文が記されている (後述)｡ 木箱の外側には河口慧海による和紙に
記されたメモが貼付されている (後述)｡
木箱には以下の３点が収められている｡
①クメール文字パーリ語資料18束：本稿の ｢資料紹介｣ の項にて後に
詳述する｡
       ②夾板 (天・地)：この中､ 一方には装飾がみられる｡③和紙：｢暹羅多羅葉経典十五部 河口慧海蔵｣ (縦書) 54.7 x 6.4cm
２.１.１ 木箱のサイズ
資料を収めていた木箱のサイズは､ 次の通りである (横 x 縦 x 高)｡   外寸：56.4 x 18.2 x 9.6cm内寸：55 x 16.6 x 7.4cm
２.１.２ 木箱外側に貼付されたメモ書き
この木箱の外側には､ 河口慧海によると推定されるメモを記した和紙
が貼付されている｡
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以上のようなメモは､ 河口慧海旧蔵資料によく見られるものであ
る(１)｡ ここには ｢15部｣ とあるが､ 実際の木箱には18束が収められて
いる｡ ｢15部｣ という計数と一致しないが､ ここでは､ 仏典８種とその
他の７種の計15部と理解しておく(２)｡
２.１.３ 木箱蓋裏に記された銘文
木箱蓋裏の銘文には､ 次のような記述がある｡
この記述によると､ 本資料の来歴は次のとおりとなろう｡
明治32年､ 東本願寺法主・大谷 [光演] (1875-1943)(３)氏が､ 仏舎利
を受取りに暹羅へ赴いた際に(４)､ ｢暹羅経｣ を入手し､ それを大隈重信
(1838-1928) に贈った｡ さらに大隈重信がそれを河口慧海に贈った､ と
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いうことである｡
以上のように､ 木箱外側のメモ書きと､ 木箱蓋裏の銘文により､ 本資
料を河口旧蔵と推定することができる｡
２.２ 資料の来歴に関わった人々
木箱の銘文によると､ この ｢暹羅経｣ は､ ①大谷光演→②大隈重信→
③河口慧海→④東洋文庫と伝えられたと考えられる｡ ①～③の三者はい
かなる関係にあったのであろうか｡ ②大隈重信を中心として検証してみ
よう｡
現在刊行中の早稲田大学大学史資料センター編 『大隈重信関係文書』
(以下､ ｢大隈書簡｣) によると､ 大谷光演､ 河口慧海が大隈重信に宛て
た書簡の存在を知ることができる｡
２.２.１ 大隈重信と大谷光演
｢大隈書簡｣ には､ 大隈重信宛大谷光演書簡が14部収められている(５)｡
これらの中に ｢暹羅経｣ に関する記述は見出すことはできない｡ ただし､
書簡の存在によって､ 大谷光演と大隈重信との交流を知ることができる｡
２.２.２ 大隈重信と河口慧海
｢大隈書簡｣ には､ 以下のとおり､ 一通のみであるが､ 大隈重信宛河
口慧海書簡が収められている｡
386 河口慧海 書翰 大隈重信宛
(明治三十七) 年四月十四日
拝啓 西蔵品図録西蔵旅行記上巻出来上り候間進呈致し候｡
蔵梵仏典購求会発表之義も日露大事件之為に延引致し居り
候｡ 何れ事局の都合好くなり次第発表可致候に付､ 其節は
何分之御輔助を奉願候也｡
四月十四日
河口慧海
大隈伯爵御前
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以上の書簡には ｢暹羅経｣ の話題は出ていない｡ ただし､ 大隈と河口
慧海との交流の存在を確かめることはできる(６)｡ なお､ ここに 『西蔵
品図録』 と 『西蔵旅行記上巻』､ また ｢蔵梵仏典購求会｣ に関する記述
がみられることは興味深い(７)｡
２.３ 大谷光演による ｢暹羅経｣ の請来
暹羅国からの写本の寄贈については､ ｢大谷目録｣ 等に詳しい(８)｡ そ
れによると､ 暹羅国から日本へと寄贈された貝葉写本には､ 下記の二種
があることがわかる(９)｡     ①暹羅国王后陛下から､ 日本仏教徒へ送られた写本→日泰寺 (旧日暹寺)(10)②暹羅国王から､ 大谷光演に贈られた写本→大谷大学
以上の中､ 暹羅王室より正式に贈られたのは①であるとも言われてい
る(11)｡
さて､ ｢暹羅経｣ 木箱蓋裏の銘文によると､ それが暹羅王室から大谷
光演に贈られたと記されているから､ ｢暹羅経｣ は､ 上記の②と関連が
あると考えられる｡ ただし､ 現時点では､ 資料の面から ｢暹羅経｣ と②
の写本群との関係を直接的証拠は見いだすことはできない｡
なお､ 上記二種の他にも､ 暹羅王室から個人に寄贈された写本の存在
も知られている(12)｡
２.４ 河口旧蔵の根拠と来歴のまとめ
１. ｢暹羅経｣ を河口慧海旧蔵とする根拠は､ 木箱の外側に貼付され
たメモ書きと､ 木箱蓋の裏面に記された銘文とによる｡
２. 資料の来歴を木箱蓋裏の銘文に従って推定してみると､ 暹羅王室
→大谷光演→大隈重信→河口慧海→東洋文庫という流れとなる｡
３. 東洋文庫所蔵本が大谷光演請来本である点によると､ 同じく大谷
光演請来本を所蔵する大谷大学図書館所蔵本と､ ｢暹羅経｣ と何ら
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かの関係があるのかもしれない｡
４. ｢暹羅経｣ と同時期に暹羅より請来されたクメール文字パーリ語
写本の来歴をまとめると次の通りとなる｡
Ａ暹羅国王后陛下→日本仏教徒→日泰寺 (｢日泰寺目録｣ を参照)       Ｂ暹羅国王→大谷光演→大谷大学 (｢大谷目録｣ を参照)Ｃ暹羅国→大谷光演→大隈重信→河口慧海→東洋文庫 (｢暹羅経｣)Ｄ暹羅国皇帝陛下→その他の個人 (藤吉 [1972]､ 同 [1991] を参照)
３ 資料概要
｢暹羅経｣ は､ ターラ樹の葉 (パームリーフ) に鉄筆にて文字を記し
たものである(13)｡ 本写本のサイズは､ 各束ごとに採取したが､ それは
後述する｡
前述のとおり､ 木箱には ｢暹羅経｣ の他に夾板が収められている｡ 夾
板のサイズは次の通りである｡   夾板 (上)：53 x 5.2 x 1.6cm 板に彩色あり (黄色､ 赤､ 青を使用)｡夾板 (下)：53.5 x 5.2 x 1.5cm 板に彩色なし｡
また先述したように､ 資料を収めた木箱には､ ｢暹羅多羅葉経典十五
部 河口慧海蔵｣ (縦書き､ 54.7 x 6.4cm) と記された和紙が収められて
いる(14)｡
さて､ ｢暹羅経｣ は､ フォリオの裏左側に葉番号 (フォリオ番号) を
付している｡ 番号は､ クメール文字を用いる｡ ka～ka までの12文字｡
その後は kha～kha まで､ と順次進んでいく｡ また､ 本写本には左右
に穴 (ストリングホール) がある｡ 紐が付属されているものは､ すべて
左側の穴に通してある｡
仏典は､ 一部の例外を除き､ 基本的に小口が金一色に塗られ､ 赤紐で
綴じられている｡ 一方､ 仏典以外の文献は､ すべて小口を金朱金とし､
白い紐で綴じられている｡ 以下に､ 各資料の書誌を記す｡
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３.１ 凡例
・タイトルは､ 表紙タイトルから採録している｡
・各文献の書誌情報は ｢大谷目録｣ に順じている｡
・掲載順は､ CPD (Clitical P li Dictionary) 番号による｡
・○ はストリングホールを示す｡
・｢大谷目録｣､ ｢日泰寺目録｣ に同名文献が存在する場合は､ その旨
を備考に記す｡
３.２ 各資料の書誌
以下に､ ｢大谷目録｣ を参照して､ ｢暹羅経｣ ８種11束の書誌を記す｡
No.1                   (1)
１. 標 題：○ // // bra mah vessantaraj  akadasabhara ph k
1 // ○
２. CPD 番号：2.5.10, 1 (Ja: J tak  a  hakath )
３. 請求番号：PLI-MS-1-1
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：15葉
ｂ) 数量詳細：1, [3], 8, [3]
ｃ) フォリオ番号：     
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.2 x 4.9cm
ｂ) 穴位置：左17.4cm 穴間18.8cm 右17.2cm
ｃ) 小口塗装：金16.7 朱0.3 金0.3 朱19.5 金0.2 朱0.2 金16.6
cm
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.5 x 3.8cm
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ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：15文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ] PTS p. 481ff.?
(１) ○ namo tassa bhagavato arahato samm sabuddhassa / phu- ○
(２) ○ ssa varava   bheti ida satth kapilavatthu  upaniss yanig-
rodh ○
(３) ○ r me viharentopokkharavassa  ratbhakathesi / yad hisa- ○
(４) ○ tth pavattitapavaradhammacakkoanukkammenar jagaha -
gantv  tatthahema- ○
(５) ○ nta vitin metv ud yittherenamagguddesakena v satisaha-
ssa- ○
９. 巻 末：[folio         ]
(１) ○ pamoditacitto tu  ham nasoamos : ○
(２) ○ // // dasabharava   ni  hit // // 19 : ○
(３) ○ bra g th // nibb napaccayohoti // // ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.204-205 (XIV-5) を参照｡ ｢日泰寺目録｣
にはなし｡ 表紙に Khmer 文字の書き入れあり｡ また､ 文字消しあ
り (ka 葉裏､ k 葉表・裏､ ki 葉表､ k 葉表・裏､ ku 葉裏､ k 
葉表､ ke 葉表)｡ Khmer 手書き書き入れあり (k 葉表・裏､ ka
葉表・裏､ k 葉表・裏､ ki 葉表・裏､ k 葉表・裏､ ku 葉表､ k 
葉表)｡ 本写本の綴じ紐は白である｡
No.2                   (5)
１. 標 題：○// bra mah vessantaraj taka j jakka ph k 5 //
// ○ //
２. CPD 番号：2.5.10, 1 (Ja: J taka-a  hakath )
３. 請求番号：PLI-MS-1-2
４. 使用言語：P li
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５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：15葉
ｂ) 数量詳細：1, [3], 10, [2]
ｃ) フォリオ番号：    [  ] ＊folio番号は ci まで
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 4.7cm
ｂ) 穴位置：右17.4cm 穴間18.8cm 左17.1cm
ｃ) 小口塗装：金16.9 朱0.3 金0.2 朱19.6 金0.2 朱３ 金16.6
cm
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.6 x 3.8cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：15文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ]
(１) ○ / tad kali gara  hedunnavi  habr hma ag mas j jako : ○
(２) ○ n mabr hma obhikkh cariy ya kah panasata labhitv ○
(３) ○ ekasmi  br hma akule hapetv puna dhana pariyesanatt-
h yaga- ○
(４) ○ to / tasmi cir yante br hmaka akula  kah panevasa- ○
(５) ○  jetv pacch itarena  gantv codiyam na  kah pa e ○
９. 巻 末：[folio [  ]     ]
(１) ○ tumba  miggasatthi cabr hma a ta catedesamakkhissa  :
○
(２) ○ yatthasammatik madoti / tatthapiyassametimamapi ○
(３) ○ yassavessantarassatva piyod totavaajjh sayapura a  : ○
(４) ○ pu  apatta dem ti / j jakkapabb ni  hita paripu  a  //
// ○
(５) ○ // 79 bra g th // kh bahenn ksukapamasa a // ○
10. 奥 付：無し
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11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.209-210 (XXXVI-5) を参照｡ ｢日泰寺目
録｣ にはなし｡ 本写本には紐なし｡ 前項の写本 (｢暹羅経｣ No.1)
と小口の色が同じであり､ 両者はワンセットと考えられる｡
No.3       (1)
１. 標 題：○ // bra sa gi ipakara am tik ni  hit // ph k 1 /
// ○ // 19 pai
２. CPD 番号：3.1 (Dhs: Dhammasa ga  )
３. 請求番号：PLI-MS-1-3
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：22葉
ｂ) 数量詳細：1, [2], 18, [1]
ｃ) フォリオ番号：     
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.0 x 5.2cm
ｂ) 穴位置：左17.2cm 穴間18.1cm 右17.4cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：44.5 x 4cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：13文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ] PTS 1885, p.1,  .2-7.
(１) ○ // namotassabhagavato arahatosamm sambuddhassa / ○
(２) ○ kusaladhamm akusaladhamm avy kat dhamm sukh - ○
(３) ○yavedan yasampayutt dhamm dukkh yavedan yasampa-○
(４) ○ yutt dhamm adukkhamasukh ya vedan yasampayutt : ○
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(５) ○ dhamm / vip k dhamm vip kadhamm dhamm nevavi-
p kana ○
９. 巻 末：[folio          ～        ] PTS 1885, p.14,  .15ff.
(１) p dohoti / katam tasmi samaye samm di  hihoti / yotasmi -
samaye pa  paj nan vicayoca yodhammavica-
(２) yo sallakkha  upalakkha○  paccuppalakkha  pa  icca ko-
sallanepu○ a  vebhavebb cint upaparikkh 
(３) bh rimedh parin yik vipassan ○sarampajja a  patodo pa i-
ndriya bala  pa○  sattha  pa  p s do :
(４) pa  aloko pa  obh○so pa  pajoto pa  ratana  a○modham-
mavicayo samm di  hi
(５) kammanatthi ki i ki i y yatana  upasamm jjaviharati sabba-
so  ki ca  yatana samati kammanevasa  n sa  
(１) ○ yatana  upesampajjaviharat ti / s hanavi- ○
(２) ○ bhacgona hito / nibb napaccayohoti / ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.333-334 (XXXVII-1) を参照｡ ｢日泰寺
目録｣ には､ No.11                 ph k 1 (ka-kh )と No.16               ph k 1 (ka-khe) がある｡ 本写本の綴じ紐は赤
である｡
No.4                  (２)
１. 標 題：○ // gh navibha goni  hito // ph k 2 // ○ 13 pai
２. CPD 番号：3.2 (Vibha ga)
３. 請求番号：PLI-MS-1-4
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：16葉
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ｂ) 数量詳細：1, [1], 12, [2]
ｃ) フォリオ番号：     
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 5.2cm
ｂ) 穴位置：左17.2 穴間18.2 右17.5
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.4 x 4cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：16文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ] Cf. PTS 1904, p.1,  .6ff.
(１) ○ / pa cakkhand r pakkhandho vedan kkhandho : ○
(２) ○ sa  kkhandho sa kh rakkhandho vi  nakkhandho ti : ○
(３) ○ // khandhavibha go // dv das yatan ni cakkh - ○
(４) ○ yatana  r p yatana  sot yatana  sadd - ○
(５) ○ yatana  gh n yatana  gandh yatana  jivh yatana  ○
[folio        ]
(１) ○ ras yatana  k y karana  pho  habb yatana man - ○
(２) ○ yatana  dhamm yata nanti //  yatanavibha go // ○
(３) ○ a  h rasadh tuyo cakkhadh tu r padh tu cakkhavi  - ○
(４) ○  adh tu sotadh tu saddadh tu sotavi   adh tu ○
(５) ○ gh nadh tu gandhadh tu gh navi   adh tu jihv dh tu ○
９. 巻 末：[folio         ]
(１) ○ na  samati kammanatthika ci  ki ca  yatana  upa- ○
(２) ○ sampajja viharati sabbe so  ki c   : ○
(３) ○ yatana  sammati kimmavesa  n sa  yatana  : ○
(４) ○ upasampajja viharati / gh navibha go ni  hito // ○
(５) ○ nibb na nibb napaccayo hoti // ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
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12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ p.389 (XLIX-2) を参照｡ ｢日泰寺目録｣ に
はなし｡ 本写本の綴じ紐は赤である｡
No.5              (4)
１. 標 題：○ // bra kath vatthupak ra am tik ni  hit // ph k
5 ○ // 12 pai
２. CPD 番号：3.4 (Pp: Puggalapa  atti)
３. 請求番号：PLI-MS-1-5
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：16
ｂ) 数量詳細：1, [1], 12, [2]
ｃ) フォリオ番号：     
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 5.3cm
ｂ) 穴位置：左17.3cm 穴間18.1cm 右17.3cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.5 x 4.0cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：14文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ] Cf. PTS 1883, p.1,  .5-10.
(１) ○ chapa atiyo khandhapa atti  yatana- : ○
(２) ○ pa atti dh tupa atti saccapa ati indri- ○
(３) ○ pa atti puggalapa atti / kitt vatt : ○
(４) ○ khandh na  khandhapa atti y vat pa cakhandh r pakk-
handh deveda- : ○
(５) ○ n kkhandho sa  kkhandho sa kh rakkhandh vi   akkha-
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ndh ett ○
９. 巻 末：[folio         ] p.9,  .17-20
(１) ○ ananussutesu dhammesu s ma  sacc ni abhisa- : ○
(２) ○ mbujjhati da  heva dhamme dukkhassanta karo : ○
(３) ○ hoti s vaka p ramipa  p pu  ti atthekacco ○
(４) ○ puggaloti / bra puggalapa attim tik ni  hito / ○
(５) ○ // nibb napaccayohoti // ca // ○
奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：表紙は kath vatthu (5)
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.424-425 (VIII-4) を参照｡ ｢日泰寺目録｣
には No.14              ph k 4 ( a- hai)､ No.14                               ph k 4 ( a-ci)がある｡ 本写本の綴じ紐は赤である｡
なお､              (4) と          (5) において､ 表紙と本文紙
とが入れ替わる例が､ ｢大谷目録｣ にもみられる｡ 本写本と同様に､ ｢大
谷目録｣ には内容は              (4) であるが､ 表紙は          
(5) となっているものがあるという (｢大谷目録｣ pp.428-429を参照)｡
No.6          (3)
１. 標 題：○ // // bra kath vatthu // ph k // gi // 3 // // :
２. CPD 番号：3.5 (Kc: Kath vatthu (ppakara a))
３. 請求番号：PLI-MS-1-6
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：26葉
ｂ) 数量詳細：1, [1], 23, [2]
ｃ) フォリオ番号：     
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：55.2 x 4.4cm
ｂ) 穴位置：左17.4cm 穴間18.4cm 右17.6cm
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ｃ) 小口塗装：金16.3 黒0.3 金0.3 黒0.3 金0.3 朱18.2 金0.5
黒0.3 金0.3 黒0.3 金16.9cm
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：46.2 x 3.7 cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：18文字／10cm
８. 巻 頭：[folio,        ] Cf. PTS 1894, p.62,  .16ff.
(１) nosukha vedanavediy m tipaj n t tikatv tena?cak ra enapu-
ggaloupalabbhatisacchika  ha parama  hen ti mantayo sukha- vedana vediy mano sukhavedana vediy m ti paj n tisve :
(２) ○vapuggaloyosukhavedana vediyam nosukha ve○dana ve-
diy m tinapaj n tinaso puggalotinamoheva vattabbe / pe /
yo
９. 巻 末：[folio,          ] Cf. PTS 1894, p.94,  .14-23.
(４) by pannacitt micch di  hik ti naheva vattabbe // ○ pe //
nanuatthidevaajal anelamug vi  u nahatthasa v ○cik pa ib-
al -subh litadubbh lit na atthama  :
(５) ○ ○tu atthidevabuddhepassann dhammepassann sa ghepas-
sann buddha  bhagavanta  payirup s ntibuddha bhagava-
nta pa ha pucchantibuddhenabhagavat pa hevissajjite atta-
man hontiatthidevanakamm va
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢日泰寺目録｣ には No.15                                 ph k 5 (ka-khu)､ No.20                           
ph k 6 (cha -j )がある｡ 本写本の綴じ紐は白・薄茶・薄緑・水色
から成る｡ 小口の塗装､ 綴じ紐が異なることから､ 前掲の No.5と
は別写本である｡
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No.7          (5)
１. 標 題：○ // bra puggalapa attim tik ni  hit // ph k 4 / //
○ 11 pai //
２. CPD 番号：3.5 (Kc: Kath vatthu (ppakara a))
３. 請求番号：PLI-MS-1-7
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：15葉
ｂ) 数量詳細：1, [1], 11, [2]
ｃ) フォリオ番号：  [   となっている]    
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 5.3cm
ｂ) 穴位置：左17.2cm 穴間18.7cm 右17.4cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.6 x 4.0cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度： (７文字／５cm)
８. 巻 頭：[folio          ] PTS 1894, vol.1, p.2,  .4-12.
(１) ○ / puggaloupalabbhati sacchikatthaparamatthen ti : ○
(２) ○  mant ho / sacchika  heparamattho tato : ○
(３) ○ sopuggalaupalabbhati sacchikatthaparamatthen ti : ○
(４) ○ naheva vattabbe / aj n hiniggaha  ha ci ○
(５) ○ puggale upalabbhati sacchikatthaparamatthena : ○
９. 巻 末：[folio         ] PTS 1894, p.7. .32-p.8,  .1.
(４) ○ / dutiyoniggaho / puggala u- ○
(５) ○ palabbhati sacchika  haparamatthen ti : ○
[folio         ] PTS 1894, p.8. .2-4.
(１) ○  mant / yosacchika  hoparamattho tato : ○
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(２) ○ sopuggalo upalabbhati sacchika  haparamatthe ○
(３) ○ n ti / bra kath vatthupak ra am tik : ○
(４) ○ ni  hit / nibb napaccayohoti / ○
(５) ○ / kusa adhamme samm samba ho ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：表紙は Puggalapa  atti (4)
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.438-439 (XXIV-8ｂ)､ 同目録 pp.439
(XLVII-5) を参照｡ また同目録 pp.426を参照｡ なお､ ｢大谷目録｣
p.427 (XLIX-4) と本文冒頭が同じである｡ 前文献の項にて示した
通り､ ｢日泰寺目録｣ にはNo.15                               
ph k 5 (ka-khu)､ No.20                           ph k 6
(cha -j )がある｡ 本写本の綴じ紐は赤である｡
No.8               (6)
１. 標 題：○ // m layamakani  hit ph k 6 // 8 pai // ○
２. CPD 番号：3.6 (Yam: Yamaka-pakara a)
３. 請求番号：PLI-MS-1-8
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：12
ｂ) 数量詳細：1, [1], 8, [2]
ｃ) フォリオ番号：       
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 5.1cm
ｂ) 穴位置：左17.3cm 穴間18.6cm 右17.3cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.5 x 4.0 cm
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ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：(９文字／５cm)
８. 巻 頭：[folio         ] PTS 1911, p.1,  .6-10.
(１) ○ // yekecikusal dhamm sabbekusalam - ○
(２) ○ l yev panakusalam l sabbetedhamm : ○
(３) ○ kusal / yekecikusal dhmm sabbe ○
(４) ○ te kusalam enaekam l yev panakusa- ○
(５) ○ lam lenaekam l sabbetedhamm kusal / ○
９. 巻 末：[folio    ] PTS 1911, p.2.
(１) ○ ten madhamm n m / yekecin ma : ○
(２) ○ dhamm sabbeten mam lam lak ye ○
(３) ○ v panam lam lak sabbetedhamm n ma : ○
(４) ○ / m layamakani  hita / nibb nana ○
(５) ○ paccayohoti / kusa adhamme samm / ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.453-454 (VIII-6)､ 同目録 pp.454-455
(XVIII-14) を参照｡ ｢日泰寺目録｣ には､ No.21                         ph k 5 (jha-jha ) がある｡ 本写本の綴じ紐は赤である｡
No.9                             (7)
１. 標 題：○ // bra mah path napakara am tik ni  hit / ph k
7 // ○ 15 pai
２. CPD 番号：3.7 (Pa  h: pa  h na (Mah pakara a))
３. 請求番号：PLI-MS-1-9
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：23葉
ｂ) 数量詳細：1, [3], 15, [4]
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ｃ) フォリオ番号：    
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 5.3cm
ｂ) 穴位置：左17.2cm 穴間18.2cm 右17.3cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.5 x 4.0cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：13文字／10cm
８. 巻 頭：[folio        ]
(１) ○ hetupaccayo  ramma apaccayo adhipa- ○
(２) ○ tipaccayo anantarapaccayo samanantarapacca- ○
(３) ○ yo sahaj tapaccayo a ama apaccayo : ○
(４) ○ nissayapaccayo upanissayapaccayo purej tapacca- ○
(５) ○ yo pacch j tapaccayo  sevanapaccayo : ○
９. 巻 末：[folio,       ]
(１) ○ cittacetasik dhamm cittasamu  h n na  r p na  : ○
(２) ○ aviggatapaccayenapaccayo / mah bh t ○
(３) ○ up d r p na  aviggatapaccayena paccayo / ○
(４) ○ bramah path napakara am tik ni  hit / ni- : ○
(５) ○ bb napaccayohoti / buddha dhamma sa gha  : ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.497-498 (XXIV-13) を参照｡ ｢日泰寺目
録｣ には No.22                           ph k 7がある｡ 本
写本の綴じ紐は赤である｡
No.10                    (1)
１. 標 題：○ // // bra abhidhammatthasa gaha ph k 1 // //
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○２. CPD 番号：3.8.1 (Abhidh-s: Abhidhammattha-sa gahａ)
３. 請求番号：PLI-MS-1-10
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：32葉
ｂ) 数量詳細：1, [3], 25, [3]
ｃ) フォリオ番号：        
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 4.9cm
ｂ) 穴位置：左17.9cm 穴間17.4cm 右18.1cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.7 x 3.6cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：16文字／10cm
８. 巻 頭：[folio         ] PTS, p.1,  .4-14.
(１) ○ // samm sambuddhamatula  sasaddhammaga uttama 
abhiv diya bh si- ○
(２) ○ ssa  abhiv dhammatthasa gaha  / tatthavutt bhidham-
matth catudh pa- ○
(３) ○ ramatthatocitta  cetasika r pa  nibb namitisabbath /
tattha ○
(４) ○ citta t va catuvidha hoti k m vacara r p vacara  ar -
p vaca- ○
(５) ○ ra  lokuttara eti / tatthakatama k m vacara  / somana-
○
９. 巻 末：[folio         ] PTS, p.27,  .11-15.
(１) ○ uppajjitabbabhav nur pa tatthonata vacittasant na a- ○
133
(２) ○ bhikkha pavattatib hullena / tammevav panajanakabh - ○
(３) ○ ta kamrna  abhinavakara avasena dv rappatta  hoti ○
(４) ○ / pacc sannamaranassasatassa vith citt vis ne : ○
(５) ○ bhava gakkhayev vacanavase : ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.528-529 (LV-1) を参照｡ また ｢日泰寺
目録｣ に No.25                    ph k 1 (ka-gha ) がある｡
本写本の綴じ紐は赤である｡ 表紙､ ka 葉裏､ kha 葉表・裏､ kh 
葉表にクメール文字による書き入れがある｡
No.11                    (2)
１. 標 題：○ / // bra abhidhammatthasa gaha tva ph k 2 // ○
２. CPD 番号：3.8.1 (Abhidh-s: Abhidhammattha-sa gahａ)
３. 請求番号：PLI-MS-1-11
４. 使用言語：P li
５. 使用文字：Khmer
６. 数 量
ａ) 貝葉数量：33葉
ｂ) 数量詳細：1, [4], 24, [4]
ｃ) フォリオ番号：      
７. 貝葉形態
ａ) サイズ：54.1 x 4.4cm
ｂ) 穴位置：左17.9cm 穴間17.9cm 右18.1cm
ｃ) 小口塗装：金一色
ｄ) 保存状態：良
ｅ) 記入行数：５行
ｆ) 記入寸法：45.5 x 3.6cm
ｇ) 文字形態：
ｈ) 文字密度：17文字／10cm
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８. 巻 頭：[folio        ] PTS, p.27,  .15ff.
(１) na paccuppannabhavapariyos nabh ta  cuticittamuppajjatv -
nirujjhati / tasmi niruddh vas ne tass nantarameva tath ga-
hitam lambanam rabbha savatthukamavatthu kamevav ya-
th raha  avijj nusayaparikkhi
(２) tena tanh nuseyyam lakena sa kh renajaniya○m na  sam-
payuttadhammehi parigayham na  sahaj t dhi  h na○bh ve-
napubba gamabh ta bhavant arapa isandh navasena pa i
９. 巻 末：[folio          ] PTS, p.51?
(１) ○ yo hontu / pa attiy sadvi  ni ○
(２) ○  anassa sa gahitatt hetu / bu ○
(３) ○ ddha  sara a  gacch mi dhamma  sara a  ga ○
(４) ○ cch mi sa ghasara a  ga ○
(５) ○ cch mi / // tva // ○
10. 奥 付：無し
11. 内容細目：
12. 注記事項：
13. 備 考：｢大谷目録｣ pp.529-530 (XIII-2) を参照｡ また ｢日泰寺
目録｣ には No.26                    ph k 2 (ka-kha ) があ
る｡ 表紙右側にクメール文字の書き入れあり｡ 本写本の綴じ紐は赤
である｡
４ おわりに
本稿で得られた結果をまとめて結びとする｡
まず､ ｢暹羅経｣ が河口慧海の旧蔵書である点､ また同写本の来歴につ
いては､ 本稿 ｢２.４河口旧蔵の根拠と来歴のまとめ｣ に記した通り､
｢暹羅経｣ を収める木箱蓋の裏面に記された銘文と貼付されたメモ書き
は河口旧蔵書の根拠となり､ その来歴は暹羅王室→大谷光演→大隈重信
→河口慧海→東洋文庫と考えられる｡
また､ ｢３資料概要｣ では No.1～11の書誌を､ 大谷目録に順じて示し
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たが､ 結果的に ｢暹羅経｣ は､ 特定の文献がひとまとまりになったもの
ではなく､ 雑多な文献の集積物であることがわかる｡ 各資料に関する個
別的な研究､ そして本稿では紹介し得なかった No.12～18 (本稿 ｢１は
じめに｣ の項を参照) については､ 今後の調査が期待されるものである｡
略号および参考文献
略号
日泰寺目録：柏原 [2000]
大谷目録：大谷大學圖書館 [1995]
JPTS：                     .
PTS：Pali Text Society.
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社.
藤吉慈海
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堀伸一郎
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[2006] ｢233-1大谷光演書翰 大隈重信宛｣ 『大隈重信関係文書３』 東京：
みすず書房.
[2008] ｢386河口慧海書翰 大隈重信宛｣ 『大隈重信関係文書４』 東京：
みすず書房.             , London: Pali Text Society, 1885. [東洋文庫請求番号XII-
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by Anuruddha (Sacred books of the Buddhists / Pali Text Society,
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       , London: Pali Text Society, 1904. [同XII-10-C-c-2-[60]]      , Vol.1, London: Pali Text Society, 1911. [同XII-10-C-c-2-[64]]                     , London: Pali Text Society, 1884. [同XVIII-B-
a-166-]
注
(１) 河口慧海旧蔵資料にみられるラベルやメモの貼付については庄司 [2010]､
同 [2012] を参照｡ また本誌 『東洋文庫書報』 第44号において､ 堀伸一
郎氏は､ 同様のメモ書きの貼付を根拠として､ 未比定であった東洋文庫
所蔵梵文写本を､ 河口旧蔵と推定されている (堀 [2013] を参照)｡
(２) ｢15部｣ とのメモ書きの後に､ 木箱に３部の文献が新たに追加された可
能性も考えられる｡ ただし､ 木箱のサイズと文献のサイズがほぼ等しい
(本稿 ｢木箱のサイズ｣ の項を参照) ことから､ 当初より18束がこの木
箱に収められていたのだろう｡
(３) 『真宗人名辞典』 によると､ 大谷光演は ｢明治～昭和時代の真宗大谷派
の僧｡ 東本願寺23世｡ 明治８ (1875) 2.27～昭和18 (1943) 2.6… (中略)
…1900年仏舎利奉迎の使者としてタイに赴く｣ とある (｢大谷光演｣ p.
54)｡
(４) 暹羅王室から日本仏教徒への仏舎利の寄贈に際しては､ ｢…暹羅王家の
聖意を拝受することに決し､ その年 [明治三十三年] の六月に東本願寺
法主大谷光演師を正使とする奉迎の使節を送り､ 現に当山の本堂に安置
し奉る金銅の御本尊と共に真霊骨をお迎えし｣ (水谷 [1959：44]) たと
あるように､ 暹羅へ赴いた大谷氏とは大谷光演のことを指すと考えてよ
いであろう｡ なお､ この一行には南條文雄も同行していたという (南條
[1979：258-264]､ また ｢大谷目録｣ p.xliii を参照)
(５) ｢大隈書簡｣ 番号233-1～14である｡ 早稲田大学大学史資料センター
[2006：40-48] を参照｡ ① 233-1 (明治33) 年９月18日､ ② 233-2 (明
治35) 年６月３日､ ③ 233-3 (明治35) 年６月11日､ ④ 233-4 (明治35)
年６月19日＊大谷光瑩と連名､ ⑤ 233-5 (明治36) 年５月３日､ ⑥ 233-
6 (明治36) 年６月23日､ ⑦ 233-7 (明治37) 年６月９日､ ⑧ 233-8
(明治37) 年９月15日､ ⑨ 233-9 (明治37) 年10月31日､ ⑩ 233-10 (明
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治37) 年12月４日､ ⑪ 233-11 (明治38) 年10月18日､ ⑫ 233-12 (明治
45) 年６月５日､ ⑬ 233-13 (明治 ) 年12月21日､ ⑭ 233-14 ( )
年８月17日､ の以上である｡
(６) ｢大隈書簡｣ にはこの他に､ 寺本婉雅書簡も収められている｡ ｢大隈書簡｣
824を参照｡
(７) ｢蔵梵仏典購求会｣ は第二回チベット旅行の資金調達のために河口慧海
によって起ち上げられたもので､ 河口慧海は各方面へ働きかけを行って
いたようである (高山 [1999：25, 60, 180] を参照)｡ 1904年に博文館
より発刊された河口慧海著 『生死自在』 には､ 資金募集ＰＲのために
｢藏梵佛典購求會趣意書｣ なるものが付されていた (高山 [1999：25])
が､ この趣意書は立正大学大崎図書館所蔵河口慧海旧蔵書の中にも見い
だされる｡
(８) 大谷大學圖書館 [1995：xliii-xlv]､ 吉元 [1999：125]､ 長崎 [1997：127-
129]､ 柏原 [2000：131-138] に詳しい｡
(９) 吉元 [1999：125] によると､ 暹羅王室から寄贈された貝葉写本の中､
大谷大学と日泰寺が所蔵しているものとは､ 請来時期が異なるという｡
(10) 日泰寺は ｢泰国 (現称) が未だ暹羅国 (旧称) と言うていた明治三十三
年に同国々王陛下から日本仏教徒に贈賜せられた釈尊の真の御遺骨､ 並
びに同国々王陛下から賜った金銅の釈尊像を奉祀する道場として明治三
十七年 (仏紀二四四八) に建立せられたので､ 山号を覚王山､ 寺号を日
暹寺と言って来ましたが､ 暹羅国が国名をタイと改称せられたので､ そ
れに応じて当寺も寺号を日泰寺と改称いたしました｣ (水谷 [1959：43])
とあるように､ 1897 (明治30) 年､ インド・ネパール国境のピプラワー
にてペッペによって発見された仏舎利が暹羅王室へ寄贈され､ それがさ
らに日本仏教徒へと寄贈されるに至り､ その仏舎利を安置するために創
建されたものである (水谷 [1959：44] を参照)｡ なお､ 日泰寺と大隈
重信との関係は ｢この大石塔は伊東忠太博士の設計に成り､ 前の礼堂は
帝室技芸員伊藤左エ門氏の建設するところで､ 資材は大隈重信候などの
寄進によるものであります｣ と記されている点から知ることができる
(水谷 [1959：45] を参照)｡
(11) 長崎 [1997：128] を参照｡
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(12) その他のシャム王室からの寄贈貝葉資料については､ 藤吉慈海氏が､ 概
旭乗師請来文献について紹介されている｡ 藤吉 [1972：125-145]､ [1991：
口絵] を参照｡ 後者では写真を掲載している｡ このように､ 個別的には
同様の写本が同時期に日本へと請来されたものと考えられる｡
(13) 素材については､ ｢大谷目録｣ p.xlv を参照｡
(14) この和紙について､ 東洋文庫図書部 篠 陽子氏よりご教示賜った｡ 記
して謝意を表す｡
(立正大学仏教学部助教)
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